
見える検閲、見えない検閲
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上原早苗
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場所 全学教育棟406



検閲の滑稽さとの遭遇

検閲・自己検閲の研究の面白さに魅せられて30年、昨年研究をまとめる
『大衆検閲の時代ーヴィクトリア朝の道徳主義とハーディ』

（名古屋大学出版会、2025年）

関心の萌芽は、名画座での体験？
ルキノ・ヴィスコンティ監督『イノセント』
色塗り（ピンクの綿あめ）によって隠された「不適切なもの」

１）色塗りに集中する観客の視線
２）煽られる観客の「見たい」という欲望
生々しさを削除するための色塗りは、生々しさの削除に成功したのか？



「日本型」の見える検閲

国際共同研究 Global Hardy Projectへの参加
⇨受容研究を通して「日本型」の検閲の面白さを知る

山田行潦訳『運命小説 テス』榊原文盛堂 1912年



山田行潦訳
『テス』103-04頁



山田行潦訳
『テス』154頁

検閲官と出版社の共犯関係



日本 vs イギリス

日本
出版法（1893年〜、1945年には実施的無効化）
内務省警保局図書課 検閲官による印刷物の事前審査

イギリス
出版法 1695年に廃止 書籍の事前審査制度廃止
19世紀 道徳検閲 出版界の自主規制

ターゲット 小説



朗読文化

道徳検閲、大衆検閲の背景

⇨ ⇨

Thomas Hardy, the manuscript of Jude the 
Obscure, fol. 1 (部分）, Fitzwilliam Museum 蔵



「イギリス型」見えない検閲

ハーディの原稿
編集者の介入の痕跡（二重線）はあるけれど

Thomas Hardy, the manuscript of Far from the Madding Crowd, fol. 2-233, 
Beinecke Rare Book and Manuscript Library, Yale University 蔵

連載雑誌・新聞版にその痕跡は残らない
→編集者に「不適切」と判断された箇所は活字化されない



見えない検閲を暴くトマス・ハーディ

ハーディの初版 original readingへ戻る

⇨ ⇦

Thomas Hardy, the manuscript of 
Jude the Obscure, fol. 1 (部分）, 
Fitzwilliam Museum 蔵



炎上したJude the Obscure

Part I:  At Marygreen

Arabella Donn
Harper’s New Monthly Magazine     castrated version

1st edition original reading
fallen woman fictionのパロディ



G. F. Watts, Found Drowned (1848-50) Watts Gallery 蔵 Richard Redgrave, The Outcast (1851) Royal Academy of Arts蔵

Charles Dickens, Oliver Twist (1837-39)    Nancy
Elizabeth Gaskell, Ruth (1853) Ruth
Thomas Hardy, Far from the Madding Crowd (1878)  Fanny Robin
---. Jude the Obscure (1894-95)  Arabella Donn

インターテクスチュアリティの観点から興味深いArabella Donnの物語



検閲の恐ろしさとは

「検閲は物質的・実際的な面で作品の成立を阻むだけでなく、無
意識のうちに、人の思考を麻痺させる影響を及ぼすことで、そも
そも作品が発想されること自体をも妨げるのである。」

 ーートマス・ハーディ
＊いつしか書き手が先回りして自己検閲するようになることの恐
ろしさ。

＊話す・書く言葉を社会の空気に合わせて最適化してしまう現在
の私たち



最後に

『大衆検閲の時代』のあとがきから

＊名古屋大学の同僚には日頃から励ましの言葉をかけていただくばかりか、
介護と授業の両立が可能になるよう便宜を図っていただいた。細やかな配
慮に心より感謝している。

＊学部・大学院の授業でともにイギリス小説や思想・文化関係の文献を読
んだ受講生にも感謝したい。教育と研究との幸福な繋がりを絶えず実感す
ることができたのは、好奇心に溢れ、学びに真摯に向き合う受講生のおか
げである。
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